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事 業 名
首都圏における異分野の専修学校連携によるコンソーシア
ム組織等の開発

法 人 名 学校法人　電子学園

　１．事業の概要

専修学校制度が設置されて以来、各専修学校は独自に教育事業に展開してきた。その為、各学校の独
自性を発揮し、特徴ある教育が実施され、一定の評価を得てきた。しかし、社会に対しては、ややもする
と独善的な事業展開をしてきたきらいがある。高等学校との連携強化、企業社会との連携、専修学校間
の連携等が疎かにされてきたのが現実である。これらの諸課題に取り組むことを主眼に、平成２０年６月、
東京の異なる教育分野の専修学校が連携し、「専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏ」を立ち上げた。今事業
ではこの連携体制を更に充実させ、以下の事業【①専修学校間での「単位互換」、「教員の相互派遣」、
「他の専修学校生に対する専門講座の開設」等の教育サービスの充実、②産業界、教育委員会、地域
人材育成の公共機関との連携による「しごと倶楽部（仮称）」の共同開催、③大学間での連携事業の調
査・研究】を展開し、地域で必要とする人材育成に貢献する。

　２．事業の評価に関する項目

　　①目的・重点事項の達成状況
・平成２０年６月に、１０校の専修学校で設立していた専門学校コンソーシアムを１１校に拡大できた。また
懸案であった、コンソーシアム共同事業をキャリアイベント「Ｔｏｋｙｏしごと倶楽部２００９」として、実施でき
た。
・大学・企業・団体間で実施している教育連携調査を当初の目標どおり九州、関西、関東の３地点で実
施でき、専修学校間における教育連携に反映できた。
・異なる専修学校生を対象とした専門技能講座のニーズを調査し、３講座を開発・実施でき、受講生に好
評を得た。
・本事業のＷｅｂサーバーを立ち上げ、逐次、各事業の進捗

　　②事業により得られた成果

・「Ｔｏｋｙｏしごと倶楽部」参加者１，０４２名のアンケート調査等により得られた結果の分析から、当キャリア
イベントの目的である「仕事理解が深まった」と答えた割合が７８％であった。
・専修学校間での専門技能講座を３講座に合計５５名の学生が受講した。１専多能の技能を身に付けさ
せるとの目的を達成でき、94％の受講生が「講座に満足した」と答えている。

　　③今後の活用

・専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏは次年度以降も生徒・学生等を対象としたキャリアイベント「Ｔｏｋｙｏしご
と倶楽部」を企画・実施していくことを決めた。
・地域教育推進ネットワーク東京協議会等に参加し、地域の生徒・学生に対する教育連携を活性化す
る。
・専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏは専修学校間での専門技能教育講座を充実していく為に教育連携委
員会を組織し、次年度以降も、加盟専門学校の専門性を活かし１専多能な職業人を養成していく。



　３．事業の実施に関する項目

　　①企画・ニーズ調査等

　  ④次年度以降における課題・展開

・異分野の専修学校の集まりである専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏであるが、専修学校８分野すべての
校種が参加していない。よって、「職業人教育」に熱心な学校の更なる参画が望まれる。
・「職業人教育」を担っている専修学校の教育実態を、社会にアピールするために、キャリアイベント「Ｔｏ
ｋｙｏしごと倶楽部」の継続実施が重要である。また地域教育推進ネットワーク東京協議会等との連携によ
り、中学校・高等学校・大学・社会の人々への職業（技能）教育講座の実施が望まれる。

（キャリアイベント企画）
・事業のねらい：２００８年６月に組織された”専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏ”の設立趣旨「専修学校で実
施されている『職業人教育』を社会に正当に評価して貰うために行動する」を実践する為に、キャリアイベ
ント「しごと倶楽部」を開催した。
（大学間連携調査）
・調査項目：大学間、大学と企業・団体、大学と社会における教育連携の実態調査。
・調査対象：①鹿児島大学を中核とした地域酒造組合等との人材育成連携。②東京工業大学を中核と
する企業との新技術連携。③京都府・京都市および周辺教育機関５０校以上が連携した大規模な人材
育成、地域活性化と人材育成事業。
・実施方法：①，②，③についてすべてで面接調査を実施。
（専修学校間教育連携ニーズ調査）
・調査方法：専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏ加盟１１専門学校から教育連携担当者を選出し、共通のア
ンケートフォームを作成し、Ｅメールでアンケート調査を行った。
・調査項目：講座名、講座概要、連携希望専修学校名、講座開催時期、講座時間数、講座開設方法（学
生が出向く、講師派遣）、その他（講師指名が有るか等）。
・調査結果及び実施：調査結果を分析し，今年度実施可能な３講座のプログラムを開発し実施した。

　　②キャリアイベント企画の実施
・イベント名：しごとを体感する夏休み！！「Ｔｏｋｙｏしごと倶楽部２００９」
・対象・目的：生徒・学生・将来の仕事を探している人を対象とし、約３０種の仕事を目の当たりし、興味の
ある仕事を、時間の許す限り実体感することを目的とした。
・開催団体：（主催）専門学校コンソーシアムＴｏｋｙｏ（後援）東京都教育委員会、新宿区、東京商工会議
所新宿支部、（財）東京しごと財団　東京しごとセンター。
・体感可能職種：環境技術者、ゲームプログラマー、インテリアコーディネーター、大工、設計士、アニ
メーター、ＣＧデザイナー、幼稚園教諭、保育士、自動車整備士、レーシングメカニック、自動車開発エン
ジニア、シェフ、パティシエ、カフェ、栄養士、すし職人、ファッションアドバイザー、スタイリスト、デザイ
ナー、ヘアスタイリスト、エステティシャン、ネイリスト、ヘアメイク、シルバーアクセサリーデザイナー、レ
ザークラフトマン、トリマー、動物看護師
・開催日時：２００９年７月２７日（月）１０：００～１６：３０
・開催場所：池袋サンシャインシティー　文化会館２Ｆ
・告知方法：電車内ポスター広告、新聞広告、高等学校・大学・専門学校・日本語学校・ハローワーク・メ



　  ④成果報告会

③専修学校間教育連携講座
（１）電気工事体験講座
・テーマ：建築設計を学ぶ学生を対象とした、電気設備に関する基礎講座「電気工事関連実習」
・期間：平成２１年７月２７日、２８日の２日間（合計１１時間）
・受講者：専門学校中央工学校建築設計科の学生
・受講者数：１９名
・場所：日本電子専門学校
（２）福祉住環境コーディネーター受験対策授業
・テーマ：介護福祉を学ぶ学生を対象とした、家全体から、玄関・キッチン・浴室・階段等、各所の細かな
構造や留意点を学ぶ
・期間：平成２１年１０月１５日、２２日、２９日の３日間（合計４時間３０分）
・受講者：彰栄保育福祉専門学校介護福祉科の学生
・受講者数：１８名
・場所：彰栄保育福祉専門学校
（３）ネイル講座
・テーマ：Ｗｅｂデザインおよびグラフィックデザインを学ぶ学生を対象とした、接客に相応しい身だしなみ
を目的としたネイルケア講座
・期間：平成２２年２月３日の１日間（２時間）
・受講者：日本電子専門学校介Ｗｅｂデザイン科およびグラフィックデザイン科の学生
・受講者数：１８名
・場所：日本電子専門学校

（開催案内）
・ＤＭによる告知：首都圏の高等学校６８３校の校長・進路指導担当宛に郵送した。また都内の専門学校
２８０校の理事長・学校長宛に郵送した。更に在京のメディアに告知した。
・ＨＰ上での告知：開催日の１ヶ月以上前に、専用に開設したＨＰ上で告知案内すると共に、参加申し込
みもＨＰ上で行った。
（開催日時・場所）
・日時：平成２２年２月１８日（木）１５：３０～１７：００
・場所：日本電子専門学校９号館メディアホール
（参加者）
・参加人数・属性：高等学校教諭（４名）、専門学校関係者（２５名）、メディア・業界関係者（８名）、企業（３
名）、合計４０名が参加し、事業内容、成果に関心を持った。



【添付資料】
（キャリアイベント企画）
Ｋ－１ ポスター
Ｋ－２ 新聞広告
Ｋ－３ ＤＭはがき
Ｋ－４ 会場パンフレット
Ｋ－５ アンケート用紙
Ｋ－６ アンケート集計

（大学間連携調査）
Ｄ－１ 九州地区調査報告
Ｄ－２ 東京地区調査報告
Ｄ－３ 関西地区調査報告

Ｓ－１ 電気工事体験講座プログラム＆実施報告
Ｓ－２ 福祉住環境コーディネーター受験対策授業プログラム＆実施報告
Ｓ－３ ネイル講座＆実施報告

（成果報告会）
Ｈ－１ アンケート用紙
Ｈ－２ アンケート集計

（ホームページ）
Ｗ－１ トップページのコンテンツ

以　　　上

（専修学校間教育連携講座）
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